
 

 

 

 

 

☆ 通学路の水路が改修されました！ ☆ 
 ＪＡ土生郷支店のななめ前の通学路に水路があります。登校時にはたくさんの 

子どもたちが信号待ちをするので、道路がいっぱいになることもあります。そこ 

で、土生町町会様と旭小学校の連名で、岸和田市の方に水路にふたをして子ども 

たちが信号待ちできるスペースをつくってほしいという要望を出しました。この水路は地元の水利組合様が管理

をされているので、水利組合様の了解もいただかないといけません。また水路に接している民家の方の了解もい

ただかないといけません。市役所と町会、水利組合、小学校が事前に現場を調査して、５月６日（木）～５月 

１４日（金）に、水路にふたをする工事を行いました。その結果、下の写真のように、こどもたちが安全に信号

待ちできるスペースができました。たくさんの方々の努力と協力があって、今回の工事を行うことができました。

そのことに感謝しながら、毎日交通ルールを守って、元気に登校してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ オンラインで児童朝礼を行いました！ ◎ 
６月１６日（水）午前８時２５分より、タブレットを使ってオンラインで児童朝礼を行いました。 

生活指導担当の宇都宮先生からは、掃除の取り組み方とペットではない動物の話がありました。最近、掃除に

きちんと取り組めていない人がいます。短い時間ですが、みんなで協力して学校をきれいにしましょう。また、

先日、道路でアライグマを見かけました。学校にも時々ねこが入ってくることがあります。病気を持っているか

もしれないし、かみつかれるかもしれないので、決して近づかないようにしましょう、というお話でした。 

私の方からは、次のようなお話をしました。 

みなさんは「きく」という漢字が書けますか？「きく」と読む漢字は下記のように３種類あります。しかしそ

れぞれ少しずつ意味が違います。 

「聞く」 ＝ 自然に音が耳に入ってくる。 「うわさを聞く」 

「訊く」 ＝ 目的をもって、質問する。  「犯人に何をしたか訊く」 

「聴く」 ＝ 意識して、しっかり聴く。  「名曲を聴く」 

さて、授業中、みなさんは、上のどの「きき方」をしていますか？何も考えないでボーっと「聞いて」いませ

んか？授業中は、わからないことが少しでもわかるように、意識して、しっかり話を「聴かない」といけません

ね。「聴く」という漢字には、「目」と「耳」と「心」が入っています。つまり話をする人の方を「目」で見て、

しっかり「耳」で聴いて、「心」にきざむことが大切です。今日から、話の聴き方に注意して、しっかり勉強に取

り組みましょう。 
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